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行動療法による体重コントロールのための

指導者教育プログラムとその評価
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目的　保健指導者が行動療法による体重コントロ－ルができるようなることを目的にした実施訓

練型の教育プログラの結果を評価する。

方法　事前学習，前期講習，実践学習，後期講習の4段階よりなる4か月間の教育プログラムを

作成し，月刊雑誌と私信による募集に応じた23人（男6人，女17人，33.0±7.0歳，医師3

人，看護婦3人，保健婦4人，栄養士8人，運動指導士4人，その他1人）に実施した。教

育の目標は受講者が1)実行可能な行動療法プログラムを立案，実施，評価できるようにな

り，2)減量指導で目標設定のための面接ができ，3)行動療法の概念や基礎理論や接近法など

の基本を理解し修得することの3点で，そのために，事前学習による知識の修得，受講者へ

の具体的な目標と実践課題の提示，細かな連絡体制と強化，被指導者の疑似体験，面接の

ロールプレイなど行動的な工夫を行った。

成績　1)高い課題へのコンプライアンス，すなわち出席率（100％，96％），質問表の提出率
（100％），症例報告の提出率（81％），実践プログラムの実行と事例発表（100％，96％）と，

2)ロールプレイによる面接技能の向上（カウンセラーとしての自己評価とクライアントから

の評価）および，3)行動療法による減量指導についての理解度や行動療法実践に対する自己

効力が高まった。さらに，指導上の課題が5項目で改善しており，研修の満足度も高かった。

結論　以上より，本プログラムは，指導者教育養成の有効な実践訓練法として開発検討する価値

があると考えた。
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